
水稲農家の皆様へ  令 和 ４ 年 8 月 ９ 日 
JA 新いわて久慈営農経済センター 
久慈農業改良普及センター 

斑点米カメムシ類の薬剤防除を徹底しましょう！
 

 

 

 

 

 

 

 
１ いわてっこの出穂について 

 
２ 薬剤防除について 
   株内での生育にばらつきが見られ、小さな分げつでも穂が出る可能性があります。

遅く出た穂を斑点米カメムシから守るために、粉剤による２回の薬剤防除を徹底しま
しょう。 

 
（ア） 粉剤による薬剤防除 

散布時期は、穂揃期１週間後（目安：８月 15～21 日頃）と、穂揃期２週間後（目
安：８月 22～26 日頃）の２回です。 
ただし、スタークル剤を使用した場合、２回目散布は穂揃期３週間後（目安：８

月 29 日～９月４日頃）に実施します。 
 
（イ） 粒剤による薬剤防除 

散布時期は、穂揃期～穂揃期１週間後（目安：８月８～15 日頃）の１回です。 
 

 ３ 出穂後の草刈りについて 
    出穂後の草刈りは、水田に斑点米カメムシを追い込むこととなるので、控えましょ

う。ただし、薬剤散布後 1週間以内の草刈りは可能です。 

 

 ※刈取時期については、９月上旬頃にお知らせします。 

 

 

 

 

市町村 幼穂形成期(月/日) 

) 

出穂期(月/日) 

) 地区 R4 年 平年差 R4 年 平年差 

洋野町宿戸 7/13 ±０ 8/8 ＋２ 

洋野町阿子木 7/10 ▲１ 8/5 ＋３ 

久慈市大川目 7/12 － 8/7 － 

野田村泉沢 7/15 ±０ （8/11） （＋２） 

お問合せ先：JA新いわて久慈営農経済センター（電話 0194-52-1318） 
久慈農業改良普及センター（電話 0194-66-9683） 

今年は、斑点米カメムシ類の発生が多いと予想されています。 

○ 出穂期は平年並ですが、株内での生育にばらつきがみられ、出穂期間が

長くなっています。 

○ 遅く出た穂を斑点米カメムシから守るために、粉剤による２回の薬剤

防除を徹底しましょう。 

※このような情報をタイムリーに入手することに役立つ、メール配信をしています。 

ご自身のメールから ce0026@pref.iwate.jp（普及センター組織アドレス）まで「氏名」、

「住所」、「電話番号」を送信していただければ登録できます。ぜひご活用ください。


